
この度立教観光クラブの会長に就任した伊藤守でご

ざいます。私は1974年に社会学部観光学科を卒業い

たしました。観光学科は1998年には新座にキャンパ

スを移し、観光学部として独り立ちをして歩みだしま

した。さらに今年の4月入学から新たに交流文化学科

を併設するまでに発展を続けています。その間、観光

クラブも代々の会長を筆頭に営々と活動を展開して、

日本でも有数の伝統と会員数を誇る会員組織になりま

した。

私の基本的な考え方としては、今までの観光クラブ

の歴史に蓄積されたインフラを土台にして、観光学科

が変化・発展したように観光クラブも活力と躍動感を

感じる会にしたいと思います。観光クラブの設立は観

光学科が誕生した67年に遡ること6年の1961年に発

足しています。このことは観光クラブの存在意義と、

今後の活動を考える時に非常に 大きな意味合いを持

つ事になります。

つまり、観光クラブは学問と

しての研究機関として誕生した

「観光学科」の先導役としての

インキュベター（孵化器）の役

割を、意識することなく無理す

ることなく自然と誕生したので

す。この原点に立ち返って「産

観学」の交流を活性化するインキュベーター機能の拡

充に努める所存です。「産」とは観光業界で活躍してい

る観光クラブの会員のことです。「官」ではなく「観」

とは観光クラブの運営委員会活動のことです。「学」と

は立教大学当局および立教大学の在学生のことを差し

ます。その三者が有機的に連動しながら、お互いの価

値向上に向けて三位一体の活動ができる手助けを、観

光クラブが少しでもできればと思っています。

今、ビジネス世界ではＭＢＡを代表とするビジネス

スクールが喧伝され、またその卒業者がビジネスリー

ダーとして広い分野で活躍しています。振り返ってみ

ると、観光クラブそれ自体がビジネススクールの要素

と人材を要してしたのです。大学ではインターシップ

をはじめ産業界との接点を制度化しています。観光ク
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「進化？迷路？客室露天風呂」これは日経トレンディ11月号の
記事である。ことほど作用に、新設の個人向け高級旅館は露天
風呂が付帯しているのが多い。自分が露天風呂付客室ある旅館
に初めて泊まったのは、体が不自由になった母を温泉に入れて
やりたかったからだ。大勢の人がいる大風呂に、ハンディキャ
ップを持つ人が入るのは抵抗があるが、温泉に入ることは心が
癒されるので願望は大きいといえる。
しかし同誌の記事を読むと、どうやらニュータイプのこれら旅
館の目指すマーケットは“カップル”のようだ。そういえば所
謂“ラブホ”の風呂は大きくて遊び心がいっぱいだ（伝聞）。

自分は温泉旅館に泊まって、客室に付帯しているユニットバス
を使ったことがない。味も素っ気もないＵＢより、少し歩いて
も手足を思いっきり伸ばせる大風呂に行く。それも一泊につき
最低3回は。同様の人は案外多いのではなかろうか。しかし、
風呂付でなければ格が落ちると、業界も利用客も思い込んでい
るのではなかろうか。使いもしない施設に金を払う謂れはない。
露天風呂付客室のある旅館が少ないうちは他との差別化になる
が、一定数を超えるとこれがなければ高級の仲間入りができな
い最低必要条件になる可能性がある。しかし、この条件も嘗て
のボーリング場と同じで、その価値が評価されなくなる恐れが
あるのではないだろうか。
ブームの中で、どのマーケットに対してどのような施設メニュ
ーを提供するのか、正念場を迎えている。 ＡＭ

「産観学交流のインキュベーター
（支援機能）として」
立教観光クラブ会長　伊藤　守



◆名簿広告状況

◆ニュース総会特集94号

３．地方支部総会

○近畿連合支部総会

2006年6月16日　ホテル日航大阪　出席14名

４．観光クラブニュースの発行

・第91号　2005年11月 5日

・第92号　2006年 2月28日

・第93号　2006年 6月 1日

５．奨学生

○2005年度立教観光クラブ奨学金　奨学生採用者

宋 珍叔（そん じんすく）氏 観光学部観光学科3年

韓国　出身　女　26歳

○2006年度立教観光クラブ奨学金　奨学生採用者

梁 惠淨（やん へじょん）氏 観光学部観光学科3年

韓国　出身　女　21歳

６．分科会

○料理飲料部会

2005年11月10日　ラ・ラナリータ　吾妻橋店　出

席36名

「外食産業の課題」

講師　テンコーポレーション常務執行役員　岡田

達雄氏　昭和48年卒

2006年3月9日　ホテルメトロポリタン　エドモ

ンド　出席38名

「玉子屋の改革」

講師　玉子屋代表取締役社長　菅原勇一郎氏　平

成4年卒

○旅行宿泊部会

2005年8月22日　ホテルグランパシフィックメリディ

アン 出席27名

１．総会開催

2005年7月6日　ホテルオークラ東京

出席（会費支払者）202名

２．運営委員会の開催

○第1回定例運営委員会

2005年9月12日　ホテルメトロポリタン

◆会長本年度運営方針

◆総会総括（総会会計報告、反省、次回への提言）

◆運営体制、分割分担

◆ニュース91号及びその広告

○第2回定例運営委員会

2005年11月14日　ホテルメトロポリタン

◆奨学生の決定報告

宋 珍叔（そん じんすく）氏

◆ニュース92号新年号

◆次年度総会会場候補

◆ウェッブページの更新状況

○第3回定例運営委員会

2006年1月31日　ホテルメトロポリタン

◆次年度総会会場決定、講演会について

◆分科会の活動予定

◆会議後、運営委員新年会、奨学生李華麗氏 参加

○第４回定例運営委員会

2006年3月13日　ホテルメトロポリタン

◆2006年度総会の運営企画

◆観光クラブ賞候補者推薦

◆企業幹事の廃止を検討

◆ニュース93号

○全国理事会

2006年5月22日　ホテルメトロポリタン

◆役員改選案

◆観光クラブ賞候補者決定

◆会計報告及び監査報告

○総会直前運営委員会

2006年6月19日　ホテルメトロポリタン

◆2006年度総会細目について打合せ
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ラブの会員の方々の経験知や総合知を実学として整理

ができ、母校に何らかの貢献ができる機会創出のイン

キュベーターになれれば幸甚に思います。

「ＩＴ化の推進」

観光クラブの運営は会員からの維持費と広告収入に

よって、自立的な運営が成されています。ＩＴ化の推

進によって①入会窓口の一本化　②リアルタイム・双

方向の情報交換が実現　③財政基盤のスリム化が実現

可能になります。会員の皆様の協力によって観光クラ

ブの活性化に向け汗を流す所存です。
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観光クラブ賞受賞者と新旧会長
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立教観光クラブ2005年度
会務報告
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立教観光クラブ2005年度
奨学金会計報告書

（2005年 4 月 1 日～2006年 3 月31日）
単位・円

収入の部
前年度繰越 696,165
入金 371,000

合計 1,067,165

支出の部
立教学院 300,000
次年度繰越 767,165

合計 1,067,165

以上の通り決算いたしました。
2006年5月23日 奨学金会計担当理事 伊藤　　守 印
2004年5月21日 会計担当副会長 石坂　好一 印

監査の結果正確であることを認めます。
2006年6月1日 監事 岡本　伸之 印
2006年6月1日 監事 金谷　輝雄 印

立教観光クラブ2005年度会計報告書
（2005年 4 月 1 日～2006年 3 月31日）

単位・円
収入の部

前年度繰越 1,584,011
運営基金 961,000
名簿広告料 1,950,000
ニュース広告料 0
総会会費 2,488,000
総会寄付 282,000
ドアプライズ売上金 495,000
名簿頒布金 5,000
預金利息 23

合計 7,765,034

支出の部
総会費 2,248,311
名簿製作費 2,100,643
ニュース印刷・発送費 1,195,830
その他印刷費 94,500
通信費・郵送料 55,170
会合費 185,383
慶弔渉外費 114,734
事務用品費 1,916
ウェッブサイト管理料 109,200
振込手数料 25,080
次年度繰越 1,634,267

合計 7,765,034

以上の通り決算いたしました。
2006年5月23日 会計担当副会長 石坂　好一 印

監査の結果正確であることを認めます。
2006年6月1日 監事 岡本　伸之 印
2006年6月1日 監事 金谷　輝雄 印

「外から見た日本旅行業界の現状、旅行業から見

たホテル、旅館」

パネリスト

黒田　裕治氏

近畿日本ツーリスト国際教育交流馬場財団事業

部長

冨塚　優氏

リクルート国内旅行ディビジョン長

平野　利晃氏

ジェイティビー日本国内商品事業部事務部長

コーディネーター

西川　壽麿氏　総合文化研究所　代表

2006年2月19日　湯本富士屋ホテル　出席27名

「観光産業の現状と富士屋ホテルの人材教育」

講師　富士屋ホテル　代表取締役社長　勝俣　伸

氏　昭和51年卒

○リクリエーション部会

2006年4月14日　一の宮カントリークラブ　出

席10名

立教観光クラブ荒井会長杯を開催

７．ウェッブページ

○立教観光クラブＨＰ

http: //www.kankoclub. net/ 及び立教大学ＨＰ校

友会http: //www. rikkyo. ne. jp/grp/koyu/の観光

クラブページの内容を充実しました。

－本年度観光クラブ賞　受賞者紹介－

No.78 清水 誠氏 昭和41年卒 中村学園大学短期大学教授

No.79 杉本 美樹枝氏 昭和39年卒 ユーリーグ いきいき

事業部長

No.80 岡田 愛氏 昭和46年卒 ＪＴＢワールドバケーション

ルック専任コンダクター

橋本教授とソンさん（左）とヤンさん（右）



St. Paul’s Kanko Club NEWS (2006) No.944

皆さんにお会いできるのが楽しみ です。ハ

イ！
ワインもおいしくてよ、オホホホホ

司会は立教のマナカナ！あるいはキロロ！ 笑顔が一番！！

料理もおいしいから笑顔がこぼれます

ドアプライズも上々の売れ行きでした

私撮るより撮られるほうが向いてるとおも

うわ！

受付開始

一年たつのは早いな

集うことこそ一番の成果です。乾杯！！

人の繋がりって大事ですよね先輩 ！そうだ

な、先輩には優しくね後輩諸君！！

私たちも社会人になったら総会で逢えるのね

受付準備は万端です

絶好調です。ハイ
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また、この季節となりましたな～ 。まだま

だお若いね。君もね！
ああ楽しい楽しい！！ フレッシュマンからヴェテランまでどんな

会話もこなせます

こわくないんだよー（笑）やさしいんだか

らねー

玉井副会長をもりたてているざますのよ

っ！！
おいしくいただいてます

今日は２００人を越えて集まっているそう

ですね
先輩たちにいろいろ質問してください！

いつも楽しみにしていますよ

名刺交換で広がる友情の輪

時代は変わるけど立教の集まりはいつもなごやかでいいなあ

カメラマンご苦労様です これで決まりです。後継者もできました。

会の財産ですから！！
来年も今回以上に盛大にしような！！
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岡本 本日は舩山先生、甲田先生という今や立教大学

観光学部の看板教授ともいえるお二方におこしいただ

きました。現役のオピニオンリーダーからお話をうか

がって参ります。

舩山 ジェイ・ティー・ビーで社長、会長と務める間

に、私が重点的に手がけたのはリストラです。この産

業は、業界のトップに立つ人が強い意志を持って経営

に臨まなければなりません。近年、歴代総理で初めて

の観光立国宣言がありました。狙いは、産業の活性化

にあり、観光産業も注目されたわけです。政府は2010

年までに外国人訪日旅行者を1千万人までにすること

を目指しています。

このように国策としてインバウンドが取り上げられ

たのは今まで3回ありまして、最初は明治4年に、岩

倉具視一行が世界一周して、学んできたことがきっか

けでした。彼らが日本に戻ってから鹿鳴館などを作り、

ジェイ・ティー・ビーの前進となるジャパンツーリス

トビューローもできました。

２度目は昭和38年で、私の入社翌年にあたります。

このときに観光基本法ができ、その次の年には東京オ

リンピックが開催されました。そして、今回のビジッ

ト・ジャパン・キャンペーンへとつながります。観光

産業の裾野は広く、全体では24兆円と大きな経済的パ

ワーを持っている上、旅行産業は、国際相互理解の推

進も重要視されています。また、今、東京や名古屋は

景気がよくなっていますが、地方はいまだに厳しい状

況です。こうした地域を活性化する事業として観光は

期待されています。

甲田 今朝、米国の友人から『ホテルビジネス』とい

う雑誌が届きました。その最初の10ページ以上がホテ

ルの売却や買収の話ばかりで、ホテルの真髄の話はで

てきませんでした。コーネル大学のホテルスクールで

も、卒業生の80％がゴールドマン・サックスやモルガ

ン・スタンレーなどに就職すると学部長がなげいてい

ます。給料の安いホテル産業に就職する意味があるの

かと言われてしまうのです。これについて説明するの

は大変ですが、ホテル・観光産業は21世紀最大の産業

であることは間違いありません。

現在、東京には外国系ホテルが相次いで進出してい

ます。東京は質の高いツーリストのターゲットとみら

れており、投資家の外国ブランドに対する信頼は必要

以上に高く、さらには、最近はホテルの所有、経営、

運営が断ち切られたマネジメント・コントラクトが花

盛りなので、外国系の運営ホテルが進出しやすいよう

です。しかし、これらのホテルが本当のホスピタリテ

ィを提供しているかは疑問です。なぜ、日本のホテル

がそのような評価に値しないのかは反省すべきところ

ですが、今こそ、日本のホテルや旅館が誇りをもって、

いい意味で連帯することが必要でしょう。

舩山 旅行業は給料が安くて忙しいと学生からも指摘

されたことがあります。ここで重要なのは、われわれ

のビジョンのアピールの仕方です。会社を3年でやめ

る人が多いですが、この会社が今何をやっているか、

どこにむかっているのかということを示さなければな

りません。

私が社長になったとき、まず、いい会社にしようと

社員に言いました。そのためにまず、お客様に利便性

を提供し、社会的に有用であることが重要だと考えま

した。２つめは利益を出し、株主に還元することです。

その中では、税金を払って国や地域に還元することも

重視しています。３つめは、社員が給与を稼ぐだけで

なく、絶えず創造と挑戦を繰り返す、それを上が認め

る、そういう会社にしようと申し上げました。ここ数

年の旅行会社の特性をみると、天下りが多いようです

が、親会社のカルチャーや考え方で経営しようとする

姿勢はおかしいと思います。コーディネーター岡本教授、とパネリスト達

立教観光クラブ総会　パネルディスカッション

「観光振興の課題　国際観光国内観光　
ここが問題、こうすればよくなる」

パネリスト：立教大学観光学部教授　ジェイ・ティー・ビー代表取締役会長　舩山龍二氏

同教授　元ホテルニューオータニ副社長・総支配人　甲田　浩氏

コーディネーター：同教授　岡本　伸之氏



一．会員の皆様には、ご健勝にお過ごしのこととお慶

び申し上げます。

第16回の料飲部会の懇親会が決まりましたので、

下記の通り、ご案内申し上げます。

二．開催日：Ｈ18年11月８日（水）、会費：6,500円

時間：18：00（受付開始）、18：30～19：30（講
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ここ10年の経営の最大の課題は変化にいかに対応す

るかという、この1点にかかります。

岡本 ホテルも天下りが多いですね。

甲田 ホテルは金融関係からの天下りがあります。そ

れなりの資質と高い志を持っている方もいますが、

「ホテルってこんなに儲かんないの？」といわれたこ

ともあります。

今のホテル経営の課題は、権限の委譲の仕組みが十

分にできていないことだと感じています。権限を持つ

GMがどれだけいるのでしょうか。社長と兼務の場合

は別ですが、実は、枠が決まっていて、新しい思索を

打ち出せない上に忙殺されているのが現状です。

また、ホテル産業の中では、ともに助け合うところ

が欠落しています。商品やマーケティングで競うのは

もっともですが、管理部門で抱える似通った問題を共

有してはどうでしょうか、人事制度や、管理、情報シ

ステムを共有すればよいと思います。

岡本 本日のシンポジウムを通して、変化にいかに対

応するかが課題であることがわかりました。とにかく、

There and now、今ここで何をなすべきかを考えるべ

きなのですね。本日はありがとうございました。

7

演）、19：30（懇親会）

会場：立教大学校内（池袋）、セントポールズ会館

講演者：和田　烈（経営　昭39卒）松蔭大学　ホ

テル・レストランマネジメント講師

講演テーマ：「日本酒に注目　利き酒師（シュム

リエ）和田からの提言」

（ホテルの総支配人が、58歳で資格を取り、販売

促進につながりました。少しでも、皆様のお役に

立てればと思います）

三．会員相互間の最新の情報交換と親睦を図るため、

ご多用中のこととは存じますが、お誘い合わせの

上、是非ご参加下さいますようにお願い申し上げ

ます。

料飲部会会長　岡田達雄（昭48卒　法）

四．料飲部会の懇親会、活動等に関するお問い合わせ

は、事務局　藥師丸正二郎（Ｈ２卒　法）まで宜

しくお願い致します。z2002238@rikkyo.ne.jp

大盛況のパネルディスカッション議論も白熱！

エア　タヒチ　ヌイ、ホテル小田急センチュリーハイ

アット東京、1万平ホテル、軽井沢プリンスホテル、

金谷ホテル観光1、ウェスティンホテル東京、陽日の

郷　あずま館、リーガロイヤルホテル東京、富士屋ホ

テル1、平成開発1、アートランドホテル蓼科、1

ラ・ベルオーラム、フォーシーズンズホテル椿山荘東

京、ホテルニューオータニ、ホテルオークラ東京、ホ

テルグランドパレス、パシフィックホテル東京、1楼

蘭、ホテル・グランパシフィック・メリディアン、1

阪急ホテルマネジメント、日本スターウッドホテル1、

ホテルメトロポリタン、京王プラザホテル八王子、パ

レスホテル大宮、国際観光1、戸田家、1福一、鹿教

湯温泉　斎藤ホテル、ホテルメトロポリタンエドモン

ト、帝国ホテル、名古屋マリオットアソシアホテル、

1加賀屋、1江ノ島マリンコーポレーション、1アク

2006年度立教観光クラブ

ドアプライズ協賛企業
ご協力本当にありがとうございました。
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次回よりキャンパス誌を発行している現役学生に観

光クラブＮＥＷＳへの情報提供をお願いしました。

よろしく！！

「私たちSt. Paul’s Campusは年3回、キャンパス誌を

発行しています。創刊は1979年なので、ご存知の方

もいらっしゃるのでは？現在は10名ほどで、営業に

編集に奔走しています。

「キャンパスナウ！」においても学生の視点から立教

の情報を発信し、学生とOB／OGとのつながりをつ

くりたいと考えています。

早速、今秋にはSt.Paul’s Festivalが控えていますし、

このようなイベントはもちろん、あらゆる角度で立

教を取材し、お伝えしてゆきます。

その第一歩として、このメール（欄？ページ？文？）

をご挨拶と代えさせていただきます。そして先輩方、

紙面へのご意見やご感想など、お寄せいただければ

幸いです。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

第28期代表　奥山はるな（社会学部社会学科3年）」

次回予告

樹、山田宏、佐藤雄二朗、河路光雄、片野佳弘、藤原邦彦、

斉藤さき子、徳永正宣、酒井真悟、日向弘吉、鍔一郎、岩

倉圭彦、秋山友志、吉澤公寿、丹治勇、丸山敬、岩間茂次、

大辺徹、青木政久、佐原美子、福原章、平野利晃、林伸吉、

水野啓次郎、若林修、朱憲論、金子文、高橋正美、岸野浩

平、柏村修二、橋本鶴男、永田伊久万、佐藤泰春、木下幸

雄、今泉弘幸、平野雅仁、須賀博、佐々木修、深井英治、

外尾浩巳、中島一彰、呉東富、上野文彦、大ケ島恵美子、

中島隆也、夏目和夫、黒須栄男、宮島章、遠矢良男、関根

一成、角田奈緒子、増田静枝、■勢幸久、川村徹夫、王利

彰、西川壽麿、寺島匡治、矢口正幸、加藤敏子、戸田茂、

佐藤弘美、高橋正美、服部博、徳永清久、伏見鐵、平野宏

明、竹内功、山口登、京村奈緒美、砂田郁郎、永田博、平

野雅仁、酒井亜希子、野村忠司、阿部、坂根正敏、玉井和

博、畠山健、古賀正道、塚田恭民、伊藤守

小堀真吾、本杉圭三、藤家省吾、根本正利、森田稔三、蓮

見秀樹、沓名滋、永井孝充、杉本美樹枝、小林慶乃、勝俣

伸、佐藤雄二朗、福原章、水野啓次郎、朱憲論、金子文、

原国昭、呉東富、伊藤守

運営基金　寄付者リスト

平成18年4月～平成18年9月　計117名

335,000円 立教観光クラブ　外国人留学生奨学金
寄付者リスト

平成18年4月～平成18年9月　計19名

100,000円

セス国際ネットワーク（ＪＡＬグループ）、1アートコ

ーヒー、1サンゲツ東京店、1はとバス、鴻池製作所、

登別温泉観光ホテル滝乃家、服部栄養専門学校、ヴァ

ージンアトランティック航空、3スポーツライフ社、後

藤彰久、2ニイミ洋食器店、ニッコー1、1玉子屋、

1毎日コムネット、アサヒビール1、ジョン・レノ

ン・ミュージアム、1愛真館、1東京ドーム、多田屋、

キーコーヒー1、東京食料センター1、1ノリタケテ

ーブルウェア、立教大学、1キノエネインターナショ

ナル、1アイエムエム 井口創平、1日本旅行、1花

弘、ＵＣＣ上島珈琲1、1テンコーポレーション、四

季彩一力、ＫＮＴ立教会〈飲料協賛企業〉アサヒビール

1、サッポロビール1、メルシャン1、キッコーマン

大瀧久治、小田正人、宮田悦雄、小堀真吾、木村雅央、本

杉圭三、菱刈庄二、藤家省吾、花岡貞夫、根本正利、森田

稔三、戸村美也子、松下昭、萩原正章、黒沢直樹、網蔵正

雄、武富一男、蓮見秀樹、香取信三、阿久津光恵、沓名滋、

永井孝充、加藤勝久、杉本美樹枝、菊地司、石原隆司、小

林慶乃、小野藤太郎、勝俣伸、斉藤康、杉澤重之、西島幸

夫、柳田義男、山下智司、菅原勇一郎、田野敏明、犬束美


